


    悩み

     子どもに病気のことを聞かれるのがつらかった。 


    助言

    
              【つらさを抱え込まないようにしましょう】




  
  “子どもに病気のことを聞かれるのがつらい”というお悩みの背景には、子どもの不安への思いやりとともに、あなた自身の、自分の今の状況、将来のことに対する不安があるのかもしれません。
もちろん、子どもに話をする前に、あなたが自分の不安のすべてを乗り越えておく必要はありません。しかし、不安が少しでもやわらげば、その分だけ、自信をもって子どもと向き合うことができるでしょう。
不安が強く、とてもつらいとき、自分の気持ちを受けとめてくれる人、家族や何でも話せる友人に、不安に思っていることや揺れ動く思いを聴いてもらうことは、気持ちを楽にします。
一人でつらさを抱え込まないで、誰か周りの人に話してみましょう。また、口にしなくても、ふっと自分を心配し気遣う周囲の人々の思いが感じられたとき、一人ではないと感じてあたたかい気持ちになれるものです。
もしも身近に自分の気持ちを受け止めてもらえそうな理解者がいないと感じるときには、病院の相談室や地域のがん診療連携拠点病院にある相談支援センターにいる相談員に相談してみるとよいでしょう。
看護師やソーシャルワーカーが務める相談員には、守秘義務があります。あなたが話した内容が外にもれてしまうようなことは決してありません。また、相談のプロですので、話している途中で、あなたがたとえ動揺したり、緊張したりしても、あなたの気持ちにきっとよりそい続けてくれるはずです。
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              【しっかりと向き合い、伝えた後を大切に】




  
  子どもに病気や治療のことを説明するときに、まったく不安を与えないで説明することは難しいでしょう。
大切なことは、子どもの年齢や性格にあわせて、あなたの言葉で、しっかりと向き合ってお話することだと思います。
子どもにとってつらいことは、嘘をつかれたり、内緒にされたりすることです。
そして、病気を伝えること以上に大切なのは、伝えた後の関わりです。
子どもは、あなたが入院したり、治療でつらそうにしたりしているのをみて、不安を感じたり、不安定になったりすることもあります。そういったつらさを、悲しみや寂しさの形だけではなく、怒りやいらだちという形で表現することもあります。
また、『お父さんやお母さんが病気になったのは自分のせいではないか』と、子どもが自分を責めてしまうこともあります。
病気のことを伝えた後は、あなたが変わらず子どもを見守っていること、不安なことやつらい気持ちは、今まで通りあなたに話してもらってよいことを、メッセージとして伝え続けるようにしましょう。
言葉だけが、気持を伝えるための道具ではありません。意識して一緒の時間を過ごすことや、スキンシップを持つことも、大切な意味を持つことがあります。
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